
今月の滑稽俳人 

掲載の記事・写真・イラストなど、すべてのコンテンツの無断複写・転載等を禁じます。 

「この人 10」  永井一朗 83 歳 兵庫県 

 

 

八 木   このところ滑稽句が冴えてますね。 
 
永 井   ありがとうございます。 

       俳句歴は三十年です。折にふれて滑稽句に挑戦してきました。 
      十年ほど前から全盲となり、滑稽俳句協会報も 
      娘に読んでもらっています。 

       さまざまな結社や団体に所属していましたが 
      すべて退会して今は、滑稽俳句協会一本です。 

       私めの最初の滑稽句は 
 
       ★釘袋はずしもやらず三尺寝 
 
       平成三年に上田五千石先生に誉められました。その後 
 
       ★治聾酒の耳たぶまでは効きにけり 
 
       ★お身拭ひ仏にもある爪の垢    などと 
 
八 木 永井さんの滑稽句論を・・ 
 
永 井   素直につくること。これに尽きます。 

       滑稽句は私にとって生きがいですね。 
       思いを飾ることなく表現することができるのは 
      俳句だけですから 
 
八 木 最近の作品をご紹介下さい 
 
永 井   ★水盗むことも覚えて農を継ぐ 

 
★蚊を打つて運命線を汚しけり 
 
★尾の取れしばかりの蛙青二才 
 
★酌量の余地なし百足日と叩き 
 
★右顧左眄つい腰折れの葱坊主 


